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W11b 宇宙赤外線背景放射のロケット観測実験CIBER－ 打ち上げ報告と性能評価－
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Ian Sullivan、LouisLevenson、Viktor Hristov、Peter Mason(Caltech)、Brian Keating、Tom Ren-
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宇宙の再電離源である z∼10における第一世代天体によるLyman-α放射で、宇宙赤外線背景放射 (Cosmic Infrared
Background, CIB)のエネルギーやスペクトルを説明できる可能性が示唆されているが、黄道光などの強力な前景
光のため、現在までに精度のよい CIB の観測例は非常に少ない。
我々は、日米韓の国際協力の下、CIB観測の為のロケット観測実験 Cosmic Infrared Background Experiment

(CIBER)の第 1回の観測を成功させた。CIBERとは、3種類 4本の専用冷却赤外線望遠鏡を観測ロケットに搭載
し、大気圏外から CIBのスペクトルや空間的ゆらぎを詳細に観測するプロジェクトである。CIBERの観測装置
を搭載したロケットは、2009年 2月 25日に NASAホワイトサンズ打ち上げ場から打ち上げられ、425秒間にわ
たって大気圏外からの良好な CIBのデータを得ることに成功した。
CIBER搭載機器の Low Resolution Spectrometer(LRS)では 0.7-2.0µmで CIBの分光観測を行い、z∼10から

の Lyman-αの検出を目指している。黄道光の約 1割の強度の CIBのスペクトルを精度よく決定するため、LRS
は絶対値のキャリブレーションを特に注意深く行い、設計どおりの性能を示すことが確認された。また実際の打
ち上げ時にも、想定どおりの性能を示し、精度良い観測が達成された。
本講演では、CIBERプロジェクトの経過報告や今後の予定、LRSを中心に観測装置の性能評価について述べる。


